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兵 庫 県 社 会 福 祉 協 議 会 

兵庫県社会福祉事業経営相談室  

情報には万全を期しておりますが、ご利用いただく際には関係官庁などにお確かめの上、ご参考にしてください。当情

報を利用したことにより生じた被害や損害に関しては、一切の責任を負いませんのでご了承ください。 

【Ｑ パート職員の社会保険等】 

 

Ｑ  この度事務補助としてパート職員を雇用しました。この場合社会保険や労働保

険は加入させる必要があるのでしょうか。 

  夜間学生をアルバイト雇用（週 40 時間）した場合はどうですか。 

Ａ  

１ 社会保険（健康保険、厚生年金保険） 

 

   パートタイム職員に対する社会保険（健康保険・厚生年金保険）の適用基準に

ついて、常用的使用関係にある者については、被保険者とすることが適当である

とされています。 

その常用的使用関係とはおおむね次の通りです。 

① １日又は１週間の勤務時間が通常の職員の４分の３以上あること。 

② １ヵ月の勤務日数が通常の職員の４分の３以上あること。 

ただし、この要件はあくまでも目安であり、例え上記の要件を満たしていなく

ても保険者がその勤務実態から常用的使用関係にあると判断した場合は、被保険

者となる場合がありますので注意が必要です。 

 

 

 ２ 労働保険（労災保険、雇用保険） 

 

   労災保険については、勤務形態や勤務日数、勤務時間に関係なく、パートタイ

ム職員であっても通常の職員と同様に適用しなければなりません。 

   雇用保険については、労働条件等が文書で明確に定められ、次の要件に該当す

るパートタイム職員も、原則として雇用保険の被保険者になります。 

① １週間の所定労働時間が２０時間以上であること 

② ３１日以上引き続き雇用されることが見込まれること 

 

 ３ 夜間学生のアルバイト雇用も週４０時間勤務ですから、当然社会保険及び雇用

保険に加入しなければなりません。 

 

 

 

 


